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GISによる流域ポリゴンの作成ならびに
流域別森林分布の解析

－金沢市の森林地域を事例として－

田中和博・坪内義樹・島崎浩司

（京都府立大学大学院）

はじめに

流域単位

ダム集水域の土地利用の解析など

地域生態系の管理

・流域区分図（グリッド形式）の作成

・任意のグリッドに対する集水域の抽出

GISソフトによる流域解析機能

など…

ポリゴン形式の流域区分図
（流域ポリゴン）

・流域別に様々な属性情報を格納

・流域単位での解析が容易

しかし

任意の地域に対する集水域の抽出機能×

本研究の目的

独自のID番号を有する
流域ポリゴンを作成

流域別土壌分布、植生分布の解析

ポリゴン形式の流域区分図においても
任意の地域に対する集水域の抽出が

容易に行えるよう

流域ポリゴンを用いた
解析事例として

研究対象地域

総面積：46,777 ha
　　森林面積：28,172 ha（60 %）

　・人工林：5,432 ha（19 %）
　・天然林、竹林等：22,740 ha （81 %）
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河川図
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.
数値地図25,000　　　　　
（空間データ基盤）　　　　
　（国土地理院刊行）

GISソフトによる流域解析

・累積流量図（Flow Accumulation）

・流向図（Flow Direction）

・河川図（Stream Network）

・流域区分図（グリッド形式）（Watershed）

・任意のグリッドに対する集水域の抽出など

標高図（DEM）

累積流量図

累積流量
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DEMより作成

累積流量：多→谷

　　〃　　 ：少→尾根

各グリッドに流れ込む
累積流量を表す

GISソフトによる流域解析

流向図

流向
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.
DEMより作成

各グリッドの最急傾斜方向を表す

降雨の流れ込む方角

＝

すなわち

GISソフトによる流域解析

河川図の作成

河川名

犀川

浅野川、森下川

その他_1

その他_2

その他_3

その他_4

その他_5

その他_6

その他_7

その他_8

その他_9 0 5 102.5 km

.
累積流量、流向図より作成

累積流量300以上の
グリッドを河川と判断

平坦地（市街地など）では
人工的に流路が形成されて
いる場合がある

実際の河川との不一致

GISソフトによる流域解析

犀川系

浅野川、
森下川系

GRIDCODE

1 - 20

21 - 40

41 - 60

61 - 80

81 - 100

101 - 120

121 - 140

141 - 160

161 - 180

181 - 200

201 - 220

221 - 240

241 - 260

261 - 280

281 - 300

301 - 320 0 5 102.5 km

.流域区分図
（グリッド形式）の作成

累積流量、流向図より作成

GRIDCODE　　　　　　　
地図の上端から下端に
向けて割り振られたID

集水域の抽出には不向き

GISソフトによる流域解析
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任意の点をクリック

任意のグリッドに対する集水域の抽出例

GISソフトによる流域解析

任意のグリッドに対する降雨流下経路の抽出例

任意の点をクリック

GISソフトによる流域解析

流域ポリゴンの作成

流域区分図（グリッド形式）

ベクター変換

流域ポリゴン

流域ポリゴンへの
ID番号の割り振り

a

c
b

a

c
b

河川セグメント 流域

河川図 流域ポリゴン
河川セグメントへの
ID番号の割り振り

すなわち

＝

一対一で対応

河川セグメントへのID番号の割り振り

2

2
1

2

2
1

1

2

212
211

222

22
21

221

200

212
211

222

220
210

221

②下流→上流への番号の累積

③0を補い、桁数揃え

①本流（2）、支流（1）区分

① ② ③

④10進数へ変換

④

18

23
22

26

24
21

25

流域ポリゴン（金沢市）

序列番号

1001 - 1020

1021 - 1040

1041 - 1060

1061 - 1080

1081 - 1100

1101 - 1120

1121 - 1999

2000 - 2020

2021 - 2040

2041 - 2060

2061 - 2080

2081 - 2100

2101 - 2120

2121 - 2999

3000 - 11999 0 5 102.5 km

.

10進数に変換しても
桁数が大きい

序列番号をID番号
とする

犀川系

浅野川、
森下川系2つの大きな河川流域

4桁目の数字を　
与えて河川を区別

3桁

任意の地域の序列番号

上流域ポリゴンの序列番号条件検索

任意の地域に対する集水域の抽出
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流域ポリゴンを用いた流域解析

植生図

・流域別植生組成

・河川別土壌組成 ・河川別植生組成

流域ポリゴン

・流域別土壌組成

土壌図

面積のクロス集計

流域ポリゴン

土壌図

土壌型

乾性褐色森林土壌

褐色森林土壌

ポドゾル土壌

赤色土壌

黒色土壌

グライ土壌

灰色低地土壌

未熟土壌

泥炭土壌

岩石地

no 0 5 102.5 km

.
金沢市土壌図より作成

植生図

群落名

クリ－ミズナラ群落

コナラ群落

モウソウチク林

スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ植林

アカマツ植林

クロマツ植林

植生自然度（低）

植生自然度（中）

植生自然度（高）

その他

no 0 5 102.5 km

.
自然環境情報GIS

代表的な群落以外

植生自然度に
基づき再分類

流域別土壌組成図（犀川系）
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序列番号

面
積
割
合

乾性褐色森林土壌 褐色森林土壌 ポドゾル土壌 赤色土壌
黒色土壌 グライ土壌 灰色低地土壌 未熟土壌
泥炭土壌 岩石地 no

市街地 中山間地

標高（m）

0

1 - 13

14 - 45
46 - 83

84 - 115

116 - 146

147 - 191

192 - 248

249 - 331

332 - 420

421 - 509

510 - 611

612 - 719

720 - 878

879 - 1,629 0 5 102.5 km

.標高図（DEM）
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境界点

流域別植生組成（犀川系）
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序列番号

面
積
割
合

クリ-ミズナラ群落 コナラ群落 モウソウチク林 スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ植林 アカマツ植林 クロマツ植林 植生自然度（低）

植生自然度（中） 植生自然度（高） その他 no

市街地 中山間地
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流域別土壌組成（浅野川、森下川系）
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序列番号

面
積
割
合

乾性褐色森林土壌 褐色森林土壌 ポドゾル土壌 赤色土壌
黒色土壌 グライ土壌 灰色低地土壌 未熟土壌
泥炭土壌 岩石地 no

浅野川系 森下川系

標高（m）

0

1 - 13

14 - 45
46 - 83

84 - 115

116 - 146

147 - 191

192 - 248

249 - 331

332 - 420

421 - 509

510 - 611

612 - 719

720 - 878

879 - 1,629 0 5 102.5 km

.標高図（DEM）

浅野川系

森下川系

浅野川、森下川系

流域別植生組成（浅野川、森下川系）
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序列番号

面
積
割
合

クリ-ミズナラ群落 コナラ群落 モウソウチク林 スギ・ヒノキ・サワラ植林

スギ植林 アカマツ植林 クロマツ植林 植生自然度（低）

植生自然度（中） 植生自然度（高） その他 no

浅野川系 森下川系

河川別土壌組成

18%

44%2%

0%

4%

5%

18%

5%2%
0%

2%

乾性褐色森林土壌 褐色森林土壌 ポドゾル土壌

赤色土壌 黒色土壌 グライ土壌

灰色低地土壌 未熟土壌 泥炭土壌

岩石地 no

39%

30%

0%

1%

2%

13%

12%
0%0%0%

3%

犀川系 浅野川、森下川系

河川別植生組成

13%

6%

3%

4%

0%

1%

39%

1% 0%

1%

32%

0%

クリ-ミズナラ群落 コナラ群落 モウソウチク林

スギ・ヒノキ・サワラ植林 スギ植林 アカマツ植林

クロマツ植林 植生自然度（低） 植生自然度（中）

植生自然度（高） その他 no

7%

2%
9%

31%

2%

11%

34%

1% 0%

0%3%
0%

犀川系 浅野川、森下川系

おわりに

　・市街地などの平坦地における実際の
　河川との不一致による結果誤差

　・流域界と林班界のずれ

ポリゴン形式の流域区分図において任意の
地域に対する集水域の抽出

＋流域別の土壌分布、植生分布

課題
様々な集水域における土壌分布、植生分布


